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1212
月
定
例
会

月
定
例
会

第
４
回
定
例
会
の
経
過

〔
11
月
〕

24
日　

本
会
議

　
　
　

・
開
会

　
　
　

・
会
期
の
決
定

　
　
　

・
諸
般
の
報
告

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、説
明
（
専

決
処
分
の
報
告
）

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
専

決
処
分
の
承
認
・
人
事
・

条
例
・
財
産
の
譲
与
・

補
正
予
算
）

25
日　

本
会
議

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
指

定
管
理
者
の
指
定
）

　
　
　

・ 

請
願
の
上
程
、
常
任
委

員
会
付
託

26
〜
28
日　

休
会
（
議
案
等
調
査
）

29
日　

経
済
委
員
会

　
　
　

・
請
願
審
査

　
　
　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
２
議
員
）

30
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
４
議
員
）

〔
12
月
〕

１
日　

本
会
議

　
　
　

・
一
般
質
問
（
２
議
員
）

　
　
　

・
緊
急
質
問

給
与
月
額
は
50
歳
代
後
半
層
を
重
点
的
に
減
額

ボ
ー
ナ
ス
を
引
き
下
げ
る

ボ
ー
ナ
ス
を
引
き
下
げ
る

市長・教育長

職　員職　員

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
・
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

　

平
成
22
年
の
人
事
院
勧
告
に
準

じ
て
、
公
務
員
給
与
と
民
間
給
与

の
較
差
を
解
消
す
る
た
め
に
、
給

与
月
額
、期
末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
と
も
に
減
額
す
る
た
め
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

改
正
の
内
容
は
、

①
民
間
給
与
と
の
マ
イ
ナ
ス
較
差

を
解
消
す
る
た
め
、
一
般
の
職
員

の
給
与
月
額
を
引
き
下
げ
る
。

▼ 

55
歳
を
超
え
る
職
員
（
６
級
以

上
）
の
給
料
及
び
管
理
職
手
当

を
１
・
５
％
減
額

▼ 

中
高
年
層
（
40
歳
以
上
）
の
給

料
表
を
引
き
下
げ
改
定
、
平
均

０
・
１
％
減
額

②
ボ
ー
ナ
ス
を
０
・
２
月
分
引
き

下
げ
る
。（
別
表
を
参
照
）

　平成22年第４回行方市議会定例会は、11月24日から12月１日まで
の８日間の会期で開催しました。
　本会議では、特別職及び一般の職員の期末・勤勉手当の引き下げに関する
条例の改正案のほか、補正予算案や指定管理者の指定など16件が市長から、
また、議員の期末手当に関する条例の改正案など３件が議員から提出され、
いずれも原案のとおり、全会一致で可決しました。また請願３件を採択した
ほか、一般質問には８名の議員が登壇し、熱い議論が展開されました。

御用始め式

【別表】　特別職（市長・教育長）及び一般の職員のボーナス支給月数
6月期 12月期 合計

22年度

特
別
職

期末手当 1.45月 1.65月→ 1.5 月 　3.1 月→　　　2.95月
職
員

期末手当 1.25月 1.5 月→ 1.35月 　4.15月→
　　　3.95月勤勉手当 0.7 月 0.7 月→ 0.65月

23年度

以 降

特
別
職

期末手当 1.4 月 1.55月 2.95月

職
員

期末手当 1.225月 1.375月 3.95月勤勉手当 0.675月 0.675月
※表中、太字が改正後の支給月数。特別職は期末手当のみ支給、0.15月分引き下げ。
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人事案件に答申・同意人事案件に答申・同意
■教育委員
　菅

すが

谷
や

千
ち

明
あき

（浜 18番地）
　　 平成 22 年 10 月 31 日で岡
見史朗氏が任期満了となる
ため、新たに菅谷氏を任命
することに同意しました。

■人権擁護委員
　代

よ

々
よ

木
ぎ

博
ひろし

（浜 1241番地３）
　　 平成 23 年３月 31 日で代々
木博氏が任期満了となるた
め、引き続き同氏を推薦す
ることに適任であると答申
しました。

市
長
が
提
出
し
た
議
案
等

■
高
須
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
、
高
須
崎
公
園
、

高
須
崎
公
園
体
験
農
場

　

こ
れ
ら
３
施
設
の
指
定
期
間
が
、
平
成
23

年
３
月
31
日
で
終
了
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
指
定
管
理
者
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
指
定
管
理
者

　
　

行
方
市
玉
造
甲
１
２
３
４
番
地

　
　

財
団
法
人
行
方
市
開
発
公
社

　
　

理
事
長　

伊
藤
孝
一

▼
指
定
期
間

　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

 

平
成
26
年
３
月
31
日

指
定
管
理
者
の
指
定

■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
和
解

し
た
こ
と
に
つ
い
て

　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
」
の

利
用
者
を
送
迎
す
る
自
動
車
が

起
こ
し
た
接
触
事
故
で
、
相
手
の

自
動
車
に
対
す
る
損
害
賠
償
を

23
万
７
，
３
６
２
円
、
ま
た
、
市

道
の
損
傷
に
よ
っ
て
前
輪
を
破

損
し
た
事
故
で
、
そ
の
自
動
車

に
対
す
る
損
害
賠
償
を
４
万
５
，

０
０
０
円
と
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
和

解
し
、
専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

報　
　

告

■
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　

玉
造
中
学
校
施
設
整
備
事
業

（
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
設

置
補
償
）
11
万
９
，
０
０
０
円
を

前
年
度
繰
越
金
よ
り
繰
り
入
れ

し
、
教
育
費
と
し
て
支
出
し
た
専

決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

承　
　

認

高須崎交流センター・高須崎公園・高須崎公園体験農場

指定管理者は引き続き開発公社

■
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

65
歳
以
上
の
方
へ
の
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
新
規
交
付
手
数
料

を
、
平
成
23
年
度
か
ら
無
料
に
す

る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

条　
　

例

　
　
　

・ 

常
任
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　

・ 

議
案
の
上
程
、
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
（
意

見
書
、
条
例
（
議
員
提

出
議
案
））

　
　
　

・ 

閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査

　
　
　

・
議
員
の
派
遣

　
　
　

・
閉
会

指定管理者は引き続き開発公社

上：高須崎交流センター
下：高須崎公園

住民基本台帳カード
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議員が提出した議案等 財産の譲与

■
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
譲
与

　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
管
理
運
営
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
、
次
の
と
お
り

建
物
を
譲
与
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

▼
譲
与
す
る
財
産

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

プ
ロ
パ
ン
庫

▼
譲
与
す
る
相
手
方

　
　

行
方
市
青
沼
９
８
１
番
地
２

　
　

社
会
福
祉
法
人
寛
仁
会

　
　

理
事
長　

羽
生
み
よ
い

　

な
お
、
所
有
権
の
移
転
に
伴

い
、
４
月
１
日
か
ら
建
物
の
名

称
は
「
行
方
市
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
移
転
後
も
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
継
続
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
土
地
に
つ
い
て
は
、

一
般
競
争
入
札
を
行
い
、
そ
の

結
果
落
札
し
た
同
法
人
に
５
，

５
５
５
万
５
，
５
５
０
円
で
譲

渡
し
て
い
ま
す
。

意見書を国へ提出
　採択した請願をもとに意見書を提案。可決した意見書は国
の関係機関に送付しました。
■ 環太平洋連携協定（TPP）への参加に関する意見
書

　①TPPへの参加は、そのメリット・デメリットについて、
国民に詳細な情報を提供し、徹底的な議論を行い、拙速な判
断を行わないこと、②国内における食の安全・安定供給、食
料自給率の向上、国内農林水産業・農村漁村の振興等を損な
うことのないよう十分対策を行うことを強く要望する。
提出先＝ 衆参議長、内閣総理・外務・農林水産・経済産業・

国家戦略担当大臣、内閣官房長官

■緊急的な米需給調整対策を求める意見書
　①平成22年産米の適正な需給・価格環境を整備し、米価
の大幅な下落を招かないようにすること、②現下の過剰米を
主食用市場から隔離することを柱とする緊急的な需給調整対
策を早期に決定し、市場へ周知すること、③政府棚上げ備蓄
は平成22年産米から前倒しし、早期に実施すること、④水
田を最大限に活用し、食料増産と自給率向上を図ることなど
を強く要望する。
提出先＝衆参議長、内閣総理・農林水産大臣

議員の期末手当の支給割合を定める
■ 行方市議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正

　議員の期末手当の支給割合を、職員に準拠しない改正を行
いました。なお、支給割合はこれまでどおりです。

６月期：1.65月　　12月期：1.75月

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

建
物
を
譲
与

どうなった ?!

請 願
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
!!

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
緊
急
請
願

　
　
　

請
願
者･･･

な
め
が
た
農
業
協
同
組
合

 

代
表
理
事
組
合
長　

中
川
治
美

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対
す
る
請
願

　
　
　

請
願
者･･･

鹿
行
農
民
組
合　

組
合
長　

内
田
泰
山

　

こ
の
請
願
は
「
政
府
が
、
例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
前
提
と
す
る
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加
を
検
討
す
る
こ
と
を
表
明

し
た
の
を
受
け
、
日
本
の
農
業
振
興
や
食
料
安
全
保
障
な
ど
を
は
じ

め
、
経
済
全
体
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
か
ら
、
そ
の
参
加
に
反
対

す
る
」
も
の
で
す
。

　

付
託
さ
れ
た
経
済
委
員
会
で
は
、
11
月
29
日
に
、
紹
介
議
員
か
ら

請
願
の
趣
旨
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
請
願
者
に
参
考
人
と
し
て
出
席

い
た
だ
き
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
考
人
か
ら
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
は
、
我
が
国
の
あ
り
方
に
か
か
わ

る
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
制
度
を
一
変
さ
せ
、
農
業
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
。
本
市
に
お
け
る
米
は
、
約
66
億
７
，
２
０
０
万
円
の
減
に

な
る
。」
な
ど
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
影
響
等
に
つ
い

て
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
間
で
の
論
議
で
は
、
今
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
締
結
さ
れ
る
場
合
も
想
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12 月定例会における平成 22度予算の補正状況
会計別 補正額 主な内容 補正後の予算総額

一 般 会 計 2億8,285万　
5,000円増額

《歳入》
　・再編交付金/2,168万円
　・土地売払収入/5,555万6,000円
　・前年度繰越金/１億743万2,000円
《歳出》
　・減債基金積立金/5,555万6,000円
　・道路整備事業（再編交付金事業費）/2,378万円
　・障害者福祉サービス事業/7,326万5,000円
　・生活保護総務費/5,260万円
　・防衛施設周辺道路整備事業/△3,220万9,000円
　・玉造中学校施設整備事業/3,155万7,000円
　・道路河川災害復旧事業/5,370万9,000円

166億955万9,000円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 61万円増額《歳出》　・職員給与費/61万円 49億5,928万円

介 護 保 険 606万4,000円
減額《歳出》　・職員給与費/△606万4,000円 28億162万8,000円

農 業 集 落
排 水 事 業

110万1,000円
増額《歳出》　・職員給与費/110万1,000円 3億4,122万1,000円

特定環境保全
公共下水道事業

275万2,000円
増額《歳出》　・職員給与費/275万2,000円 5億7,771万4,000円

流域関連公共
下水道事業

969万5,000円
減額《歳出》　・職員給与費/△969万5,000円 3億6,885万5,000円

水 道 事 業 会 計 4,170万円増額《収益的支出》　・職員給与費/△357万6,000円《資本的支出》　・企業債元金償還金/4,170万円 11億1,182万円

Ｑ　一度決めた予算をどうして変えるの？

Ａ 　予算を使っていく途中で、予算を見積もるときに予測できなかったこと―例えば、災
害の発生、国の政策の変更や制度の改正など―が起こるときがあります。このような事
態に対応するため、予算を変えなければなりません。必要な金額を追加、減額などして、
調整・変更を加える予算を「補正予算」といいます。

補補
正正
予予
算算

？

？

？

定
し
て
、
な
め
が
た
の
農
業
の
将
来
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
も
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
討
論
は
な
く
、
願
意
は
妥
当
で

あ
る
と
し
て
全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
会
議
で
も
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

◆
米
価
の
大
暴
落
に
歯
止
め
を
か
け
る
請
願

　
　
　

請
願
者･･･

鹿
行
農
民
組
合　

組
合
長　

内
田
泰
山

　

こ
の
請
願
は
「
下
落
を
続
け
る
米
価
の
安
定
・
回
復
の
た
め
に
、

政
府
に
40
万
ト
ン
の
過
剰
米
の
緊
急
買
い
入
れ
と
、
直
ち
に
下
落
対

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
」
も
の
で
す
。

　

付
託
さ
れ
た
経
済
委
員
会
で
は
、
11
月
29
日
に
、
紹
介
議
員
か
ら

請
願
の
趣
旨
説
明
を
受
け
た
ほ
か
、
請
願
関
係
者
に
参
考
人
と
し
て

出
席
い
た
だ
き
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
考
人
か
ら
は
「
米
価
は
生
産
費
の
約
半
値
と
な
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
農
業
の
廃
業
が
危
惧
さ
れ
る
。
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
実
施
し

て
い
る
か
ら
い
い
の
で
は
な
く
、
政
府
が
米
価
の
安
定
の
た
め
に
、

責
任
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
市
場
に
示
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
、
政
府
が
40
万
ト
ン
買
い
入
れ
る
こ
と

に
よ
る
効
果
等
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
間
で
の
論
議
で
は
、
政
府
の
買
い
入
れ
に
よ
る
生
産
調
整
へ

の
影
響
や
転
作
作
物
へ
の
補
助
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
討
論
は
な
く
、
願
意
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て

全
員
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
会
議
で
も
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

直
ち
に
米
価
の
下
落
対
策
を
!!


